
 

国土強靱化 民間の取組事例 150    普及啓発・人材育成 

地域を守る！ ▶普及啓発・人材育成 17レジリエンス教育を行う 

150 みんなで学ぼう防災訓練 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

株式会社岸本組 
【平成 27年】 

1430001046774 インフラ関連事業者 
【建設業】 

北海道 

 取組の概要 

 地域住民参加型の防災訓練 

 北海道空知地方にある美唄市は、比較的自然災害の少ない地域である。一方で、災害はいつ起こ

るか分からず、また近年の局所的大雨洪水災害の増加等を踏まえ、地元の建設会社である株式

会社岸本組では、地域住民の防災意識の喚起、災害による被害の軽減、2次災害防止とともに、

建設会社が担う役割を知ってもらうため、地域住民参加型による防災訓練を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 建設会社だからこそ、防災訓練に取り組む 

 東日本大震災を機に、改めて防災への取組が注目されているが、既存の防災訓練に対する一般

市民の関心は低いと同社は考え、防災意識の向上に向け小学生を始めとした一般市民を対象に

した防災訓練を行った。当初、防災訓練の対象を小学生以下としていたが、美唄市からの要望も

あり、来年度からは市民全員を対象にしたイベントとする予定である。美唄市の全面的な協力

を得て推進しており、平成 26年で 3回目の実施となった。 

 例えば、水の入ったプールと入っていないプールを用意し、バケツリレーによって水を移し替

えることにより、効率的に水を運ぶことを体験するとともに、物干し竿と毛布や長袖 T シャツ

を使った簡易担架を作成し、実際に人を乗せて、丈夫さと運びやすさを体験するなど、実感を通

じて学ぶことができるプログラムとした。また、開催場所を毎回変えて行うことで、たとえ少人

数でも防災訓練へ参加しやすい環境をつくっている。 

 児童数分のチラシを作成し、教育委員会に依頼して全員へ配布することで、総勢 100 名を超え

る参加を実現した。また地元の小学校で防災お泊まり会が開催された際には、出向いて訓練を

実施した。また、消防と警察の協力により、普段体験できないこと（ 煙ハウス、はしご車、警察

車両搭乗）も体験できるように工夫している。 

▲防災訓練の様子 ▲バケツリレーの様子 
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 取組の平時における利活用の状況 

 訓練では、工事現場で使用する自社の備品を活用 

 訓練時使用している備品は、ブルーシート（・土のう袋（・消火器（・毛布（・物干し竿（・カラーコーン（・

プール（・バケツ（・子ども用ヘルメット（・一輪車等、自社が普段から各工事現場での作業や訓練等

で使用するものである。 

 平成 26 年度で 3 回目の実施であったが、来年度からは美唄市からの要望もあり、美唄市民全

員を対象にしたイベントとしていく方向である。 

 このような取組を進め、「建設会社が担う役割を広く市民に知っていただくとともに、美唄市の

避難施設の一つとして役割を果たしていきたい」というのが同社の思いである。 

 

 周囲の声 

  同社から、子どもたちや近隣住民を対象に、ゲーム方式の住民参加型の防災訓練を開催したい

との相談があり、各防災関係機関と連携して開催に協力した。今年度まで 3 つの小学校区で開

催され、参加者においては、自助（・共助を基本とした防災や減災に関する意識が高まり、知識も

身についたものと考えている。 地方公共団体） 

 

▲簡易担架の作成と担架体験 

▲はしご車とブルドーザーによる体験学習 


